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第１回 地震津波対策検討会における課題への対応

番号 課 題 対 応 資料頁

１ 【関係機関との連携】

○津波対策の対象としては、国管理の河 ○一体的な整備が必要となる海岸施設 3-49

川だけでなく、県管理河川や海岸施設 や河川管理施設における地震津波対

もあり、徳島県との連携が必要。 策計画を追加。

２ 【対策検討フロー】

○「築堤（嵩上げ）」と「築堤」があり、 ○誤解を招かないようフロー図を修正。3-55

二段階の対策を実施するような誤解を

招く。

３ 【全体計画の見直し結果】

○地震津波対策の全体計画の図中の表現 ○対策実施区間、対策必要区間などに 3-65

が分かりにくい。 ついて凡例の色分けを行うなど分か

りやすい図に修正。

４ 【評価項目の重要度の設定】

○「安全度の確保」と「被災リスク」は ○浸水のおこりやすさとして再度整理。3-88

内容が重複している。

５ 【優先度の配慮事項】

○緊急輸送道路など地震、津波後の事業 ○「被災後の早期復旧のために必要な 3-101

継続、早期復興に必要な施設について 施設及びアクセスルートの確保」の

も配慮することが必要。 指標として設定し、配慮事項として

検討。

６ 【優先度の配慮事項】

○まちづくり計画や歴史的なまちづくり ○「まちづくり計画との整合」の指標 3-106

に配慮することが必要。 として設定し、配慮事項として検討。
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